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Ｑ１５ 高等学校の段階では，生徒一人一人がそれぞれの能力

を十分伸ばすことが必要だと思いますが，今回の学習指

導要領の改訂で高等学校の教育内容はどのようになるの

でしょうか？

Ａ 高等学校では，生徒の興味・関心，進路希望等に応じた教育

を一層進め，それぞれの生徒が，それぞれの能力を十分に伸ば

すことができるよう，例えば，必修科目を減らし選択科目を増

やすなど大幅な弾力化を図っています。

教育課程の構成

新しい学習指導要領の実施により，高等学校の教育課程は，こ

れまでの各教科・科目及び特別活動に「総合的な学習の時間」を

加えて編成することになります。

教科の構成は，新たに，普通教科として「情報」を設け必修と

するとともに，情報化・高齢化社会における次代のスペシャリス

トを育成するため，専門教科として「情報」及び「福祉」を設け

ます。

また，学校が独自に学習指導要領に示されていない教科や科目

を設けることができる「学校設定教科・科目」の仕組みを導入し

ます。

普通教科 国語，地理歴史，公民，数学，理科，保健体育，
芸術，外国語，家庭，情報，学校設定教科

専門教科
農業，工業，商業，水産，家庭，看護，情報，
福祉，理数，体育，音楽，美術，英語，学校設
定教科

特別活動 ホームルーム活動，生徒会活動，学校行事

総合的な
学習の時間

各学校の創意工夫により，学び方やものの考え
方，問題解決能力を育成
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選択幅の拡大

新しい学習指導要領では，生徒の興味・関心，進路希望等に応

じた教育を一層進めるため，すべての生徒が共通に学習する必修

科目の単位数を減らし，選択科目により多くの単位数を配当する

ことができるようにしています。

このように，新しい学習指導要領の実施により高等学校では，

すべての生徒が共通に学ぶ学習内容は減りますが，それぞれの生

徒が自分の伸ばそうとする分野については，より高度に学ぶこと

ができるようになっています。

例えば，数学や理科の分野に進もうという生徒であれば，必修

科目のほかに，数学や理科に関する選択科目を学習することによ

り，これまでどおりの内容を学ぶことができます。

さらに，学校設定教科・科目の仕組みを活用することにより，

一層深く学ぶこともできます。

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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特色ある教育活動の展開

各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開できるよ

うにしていることも特徴の一つです。

例えば，先に述べた「総合的な学習の時間」の創設や学校設定

教科・科目の導入のほかにも，授業時間を一律に５０分と定めず，

実験・実習を行う授業は１００分で行ったり，毎日の 習 熟 が 必 要 な

授業は毎日２５分で行ったりと，各学校の工夫により，多様な時間

割を組むことができるようにしています。

また，学校外の学習活動（他の高等学校における学習，大学・

専修学校における学習，ボランティア活動，インターンシップな

ど）についても，高等学校の単位として認定できるようになって

います。

「学習指導要領」ってどんなもの？

「学習指導要領」とは，教育課程について，国として一定の基準を

設けて国全体としての共通性を保ち，教育水準の維持向上を図るため

に，文部大臣が法令に基づいて，各学校が教育課程を編成する基準と

して，定めたものです。いずれの学校においても，これに基づいて教

育課程を編成・実施しなければならないこととされています。
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